

































達障害」 という枠組みを通 して、 目の前の児童

































































































































(1)ADHDの 用語 ・定義 ・症状
ADHDは 元 々精神 医 学か ら来 た言葉 で、以
前 は微細脳 機能 障害(minimalbraindysfunc-
tion,MBD)と呼 ば れて きた。微細 脳機 能 障





































































































































かわ りを一つずつ検証 してい くことが必要であ
る。
皿.ADHDの 認知 モデ ル:Barkleyの










ADHDの中心 と考 えたが、実行機能 と運動制






















































































































































































































































































ワーキングメモ リーは過去(記憶)を 振 り返
る機能であり、過去を振 り返ることによって未













こうす るんかな)→ 実行(こ うしよう)」とい



















































児童 と教員のかかわりが 「や らせる関係(指 示
する、命令する)→やらされる関係(指示される、
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